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JIA再生部会 ZOOMセミナー 

 

開催日 2021年 10月 12日 

タイトル 地域の記憶を未来に継承する 

 宿毛まちのえき林邸 

講師 古谷誠章 

開催方法 ZOOM ビジネス 

参加者 109名 （参加申込者 195名） 

記録作成 桐原武志 

 

 

■ 文化庁の海外研修でマリオボッタの事務所へ 

文化庁の海外研修でマリオボッタの事務所に行っ

たのですが、実のところ、もしカルロスカルパが存命

であればイタリア人建築家のカルロスカルパのところ

に行きたいと思っていました。カルロスカルパの功績

は保存再生に関わるところでは非常に大きいと考え

ています。スカルパの全生涯の作品約 240 の内の

約 4 割が改修、あと 4 割が既存の施設の内に会場

構成をするとかお店を作るとか、イタリア語でレスタウロと言う既存建物について手をかける仕事

です。それは単に保存再生技術の大家と言うのではなく、新築を含め建築の全体に関わる大き

なコンセプトを建てていると感じていたからです。 

 

カステルベッキオ美術館 レスタウロ スカルパの設計手法 

カステルベッキオ美術館はもともとベローナにあります古いお城です。カステルベッキオ美術館

の改修はそのまま残しておく改修というよりは、元の良いところを残す。いらない物は切り捨てる、

更に全く新しい空間を創造するという日本語でいえ

ば「創造的改修」に属すると考えられます。 

此処に大きな切れ目が入って、塔が際立つようにな

っています。もともとの城壁は塔に接していました。

そこに、スカルパが設計した図書館の妻面が顔を出

しています。このような改修をしています。古いもの

を保存しょうという改修ではこのようなことはありえま

せん。 
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古いものをそのまま保存した改修ではなく、古いものの良いところを残し不要な物は切り捨てる 

これは、中庭から見た外観です。一見古いものがそ

のままのように見えますが実はそうではありません。

壁全体はスタッコが塗り直されています。なかには

元々あったのではない四角い開口が附加されてい

ます。古いものをそのまま保存した改修ではなく、古

いものの良いところを残して、不要な物は切り捨て

て作り直したものだと考えられます。 

 

新しいものだけでも、古いものだけでも作ることが出来ない世界を作る 

エントランスから入って中を見るのですが、そのとき一目瞭然には見えません。中に置かれたも

のが欠片のようにしか見えていなくて、自分がその中を歩いて進んでいかないとその景色に触れ

ることが出来ない。歩いて入っていくに従って次々に

新しいものが現れてくる空間性なのです。 

これは古い建物のアーチが連続する空間性を活かし

て、その中に新たに全く新しい展示空間を内包させ

た、いわば新旧が渾然一体となって出来上がってい

る、新しいものだけでも、古いものだけでも作ることが

出来ない世界を作っているのが、カルロスカルパの

世界、レスタウロの世界です。 

 

製図用紙の上で考えるのではなく、既存の建物を見ながら考える 

更地の中に自分が考えたものを構想するときには、もとろん敷地は見るでしょうけれども、持ち帰

って自宅のアトリエの中で構想を練ることも十分可能ですが、スカルパの場合は、いつも既存の

建物がそこに立ちはだかっている。彼にとっての敷地は既存の建物なのです。スカルパは多くの

場合重要なレスタウロの案件の時には、その近くだったり、あるいはその建物だったり、そこに住

着いて設計をしています。このカステルベッキオの場合も近くの町に住んでいたといわれます。

そして常に現場に行って確かめないと設計が進められない、現場で設計しないと進まないという

感覚だと思います。 

日本でいえば、庭師さんの仕事がそれに似ているとおもいます。庭師さんは母屋の縁側に座っ

て煙草などを吸いながら庭をよく見て、ここにこういう石がいるなとか、この枝はもう少しこのように

した方が良いなとか現場で考えながら構想を練ります。スカルパも同様に現場に立って自分の

目で見て、目に見える物から構想していたといえます。それがスカルパのレスタウロ極意だった

のです。 
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■ 旧早稲田大学図書館を、「ものを読む図書館に」 早稲田大学 會津八一記念博物館 

長らく大学図書館として長らく学生が使用してきた経

緯はあるのですが、1990 年代に総合図書館が出来

たのを機に大學の中央図書館としての使命を終わり

ます。その後も図書館は一部使われていたのですが

ガランドウとなった閲覧室を博物館に改修したいとい

う総長の発意でこの計画が始まります。完成は 1998

年ですが始まったのは 1996年頃です。 

 

元の姿に戻す 

外から見るエントランスの外観はほとんど替りありませ

ん。清掃をしただけで特に何もしていません。唯一エ

ントランスのドアだけを、ボロボロの普通のアルミの框

戸をきれいなアルミの扉に変えて銘板を入れました。 

中に入って玄関ホールもそのままと言いたいのです

が、実は僕が見たときには天井には蛍光灯が張り巡

らされていて、露出配管が這いずり回っていました。

当時此処は目録室として使われた名残で汚らしい

天井の状態でした。この画面には 4本の円柱しか写

っていませんが手前に 2 本の円柱がありまして 6 本

の円柱のエントランスとして有名でした。この柱頭に

間接照明が入っていたという逸話を耳にしました。

古い話をたよりにこの中を探ってみたところ、配線が

来ていました。今回新に間接照明を入れ直していま

す。 

 

空間性を残す  

これが 2 階の大閲覧室と呼ばれる、かまぼこ形のボ

ールト空間です。天井からは鋳鉄のペンダントライト

が吊り下げられていて、当時の学生が学問を学ぶ象

徴だと思いますが、残念ながら戦争中にこの鋳鉄は

全て供出されてしまいまして、このような蛍光灯のペ

ンダントに置き換わってしまいました。鋳鉄の面影は

ありませんが空間性そのものは往時のものが残って

いましたので、これをなんとか活かしたいとおもいました。 
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当時の文学部の先生方の検討委員会ではこのかま

ぼこ形の空間を、ロールケーキを三等分したように

切って、それぞれ考古学、日本文学、絵画の展示

にあてようという計画を耳にしました。今井兼次先生

が丹精込めて作った建物だから、この空間性を損な

うのはなんとも惜しいということで私が文学部の先生

の委員会に乗り込みましてお話を伺いました。三つ

に分けてしまって展示壁面を造る計画には反対です。空間性を保存出来る方法を考えて頂きた

いと申し上げたところ、それならこれだけの展示物が此処に展示できるのか案を示したまえと言

われ提案したのがこれです。 

 

本を読む図書館から物を読む博物館に  

今までは本を読むための図書館で、その使命は終

わりましたが、今度は物を読む図書館にしましょうと

いって、このように展示什器の一部に椅子を組込ん

で、それを引き出して座って展示品を見たり図録を

読んだりする物を読む図書館を提案し実現した物で

す。 

 

■ 宿毛市林有造邸保存再生活用計画 築１３０年の旧家を、人々を迎え、交流する施設へ  

再生前の林邸の状況 

依頼を受けてどの様に再生が可能か見に行きましょ

うと見に行きましたらこのような状況でした。１３０年

経って建物痛みは相当激しく、此処に住まわれた

子孫のお婆さまも、住んではいなくて週に１回程度

御茶のお稽古に来るくらいです。御茶のお稽古をし

ていた部屋だけはなんとかきれいに保たれていまし

たが、それ以外の部屋は相当傷んでいました。雨漏

りも相当進行していましたし、一部では瓦の土がそ

のまま落ちてきている状態でした。 
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現代的な改修と文化的な改修 

車庫棟を壊して駐車場にした側の建物は近年改造

に継ぐ改造で古い姿を残していないので「現代的に

改修」をしましょう。庭を囲んだ L字型の部分は、２階

も含めて復原とはいえませんが「文化的改修」をしま

しょうということにしました。 

現代的改修の内容はカフェのようなもの、ミニ道の駅

にします。右側の文化的改修とは何をいっているか

といいますと、完全に歴史的に復元することは出来ない部分もあるのですが、往年の生活や使

われ方を出来るだけ再現して、今の子供達が当時の生活を学ぶことが出来る、記憶装置として

の建築物、古い生活を偲ぶことや、それを学ぶことが出来る。現代的改修と文化的改修の使い

分けを考えました。昔の畳続きの間を出来るだけ再現します。近隣住民達が公民館として使うと

きの便利を計るための流し台を計画しました。 

 

腐ったところだけ取替える 

日本の古い木造が優れているなと思うのは、このよう

な全ての骨組みが包まれることなく見えるところにあ

りますので、土台といえ柱といえ、その中から腐った

ところだけを直せば良い。腐ったところだけを接ぎ木

のようにしていこう計画をたてました。 

玄関の破風も大きく不朽しているところは取替えま

すが、このような彫り物のところはいかして使う。古び

た色を着色するのではなく、新しい部材と古い部材がそのまま組み合わさっていく。新旧の部材

が判るような使い方を計画しました。 

 

ガラス耐震壁と組子格子の耐震 

これがガラスの耐力壁です。強化硝子をスティール

の枠に嵌めて入れています。あちらにも見えていま

す。 

先程お話しした 2 階の月見の間です。そこに入れた

のが組子格子による耐力壁です。これにより実験で

は 3．5倍の耐力壁として計算できています。 
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現在の法規に合わせる 箱階段 

室内の階段。これも現在の法規に合わせるのに苦労しました。この回り階段はどうしても現行法

規に合わせることが出来ませんので、ここは使わないようにしながら保存的に残しています。もう

一つの階段は使うために工夫をして残しました。 

元の状態の箱階段では寸法が現行法規に合いませ

ん。蹴上げが現行法規を超えていますのでなんとも

しがたいのです。段数を 2段ほど増やさなければなり

ません。結果はこれを残してはいますが、ここを目板

で隠しまして実際の階段は蹴上げが低い階段になっ

ています。そうすると問題があきます。これ全ての引

出しが開けられるようになっていましたが、向こうにある階段が低くなった部分

は開かなくなってしまいます。その部分はダミーになってしまうけれど仕方が

ないよ。意匠を保存しましょうと言いましたら、大工さんがそれでは満足いかな

いなと言うので、やってくれたのがこれです。引出しを欠き取っています。大

工さんの執念でこのような改修がなされました。 

 

■ 島根県雲南市地域再生プロジェクト 地域の人と資源をいかして、地域の未来を造る 

経緯 

島根県雲南市です。此処には様々な地域資源はあ

るのですがご多分に漏れず山間地域では極度の人

口減少と少子高齢化、限界集落といった問題が進

行しています。地域の人と資源を活かして地域の未

来を作りましょうというお手伝いが始まりまして、以来

ずっと続いています。八岐大蛇伝説のある斐伊川

沿いに桜が咲く名所であり、桜のシーズンには多く

の人が訪れてくれますが、商店街には誰も足を運ん

でくれません。何故かというと商店街とはいえほとん

どがこのようなガレージになっているからです。元々

もミッションは合併により生まれた遊休施設、体育館

だったり学校だったり庁舎だったり、それをどの様に

有効活用するのか、活用出来ないのは処分するの

か、そういう調査を仰せつかったのですが、ふと通り

かかったこの商店街に目が行ってしまう、なんとも人がいないのは寂しいので、これ合併した雲

南市のもっとも中心となる商店街になるはずなんですが、それがこの有様、早速余計なお世話

だったのですが、ここの空いているお店を使って一年に一回で良いから、桜のきれいな時期に

空き店舗を活用した住民の様々な市を開いたらどうでしょうという活用をご提案したのです。 
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建物改修だけでなくイベントを提案 

空き店舗を使って何かをやるだけでは何かが足りな

いと思ったのです。そこで提案したのが前の商店街

の道を通行止めにしてそこに 100ｍのロングテーブル

を出すことを提案しました。これも最初の内物議を醸

し出しまして、通行止めの許可を取るのも大変だし、

第一俺の車どうしてくれるんだと散々言われたのです

が、出来上がってみたら皆さん納得してくださった。

商店を開いただけでは何も起りませんが、ここに長いテーブルがあるだけで買い求めたものを此

処に持ってきて広げて食べ始めた。そうすると、それどこで買ったのですかと見も知らない人同

士の会話が始まる。此処が交流の舞台、人が人と出会える場所になりました。一年目、空き店舗

はいっぱい有ったのですが実際に借りてくれたのは、たった 7 店舗でありました。でも一回目の

さっきの様子を見て。これは二年目のポスターですが 14店舗に倍増しました。多くの人がそれを

目当てにやってきてくれるようになりました。じつは三年目には 30店舗、四年目には 40店舗、い

まではもっと大きくなっていると思います。 

 

子供達が参加 

最初の年から私達は、ここになんとか地元の小中学生が参加できる機会を作りたいと思って、ラ

イブアートのイベントなどを開いております。それを手伝ってくれたのが地元の中学高等学校の

美術部の女の子達です。その子達が担ってくれたおかげで子供達はそのお祭りを楽しむように

なりましたが、その内にその子供達が自分たちも楽し

んでいるだけでなくて何か売って歩きたいと言い出し

まして、これは研究室の学生達が作った小屋台という

小さな屋台です。これでお母さん達が作った蒸しパン

を売って歩きます。蒸しパンとてもかわいくて飛ぶよう

にうれまして、そうすると又売りたくなってしまう。これも

ずっと続いて今でも売っています 

 

以降 略 


